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省

令

２

前
項
の
規
定
は
、
自
衛
官
等
が
支
払
っ
た
一
部

負
担
金
等
の
額
及
び
当
該
自
衛
官
等
の
被
扶
養
者

が
支
払
っ
た
令
第
十
七
条
の
六
第
一
項
第
一
号
ホ

又
は
ヘ
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
て
同
項
の
規
定

２

前
項
の
規
定
は
、
自
衛
官
等
が
支
払
っ
た
一
部

負
担
金
等
の
額
及
び
当
該
自
衛
官
等
の
被
扶
養
者

が
支
払
っ
た
令
第
十
七
条
の
六
第
一
項
第
一
号
ホ

又
は
ヘ
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
て
同
項
の
規
定

３

療
養
を
受
け
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
（
国
家

公
務
員
共
済
組
合
法
第
五
十
二
条
に
規
定
す
る
標

準
報
酬
の
月
額
を
い
う
。）が
五
十
三
万
円
以
上
で

あ
る
自
衛
官
等
に
対
す
る
前
二
項
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
第
一
項
第
一
号
中「
二
万
七
千
円
」

と
あ
る
の
は
「
五
万
四
千
円
」
と
、
同
項
第
二
号

及
び
前
項
中
「
五
万
四
千
円
」
と
あ
る
の
は
「
十

万
八
千
円
」
と
す
る
。

３

療
養
を
受
け
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
（
国
家

公
務
員
共
済
組
合
法
第
五
十
二
条
に
規
定
す
る
標

準
報
酬
の
月
額
を
い
う
。）が
五
十
三
万
円
以
上
で

あ
る
自
衛
官
等
に
対
す
る
前
二
項
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
第
一
項
第
一
号
中「
二
万
五
千
円
」

と
あ
る
の
は
「
五
万
円
」
と
、
同
項
第
二
号
及
び

前
項
中
「
五
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
十
万
円
」
と

す
る
。

４
・
５

﹇
略
﹈

４
・
５

﹇
同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
令
和
八
年
八
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
第
十
九
条
の
規
定
は
、
令
和
八
年
八
月
一
日
以
後
に
給
付
事
由
が
生
じ
た
給
付
に
つ

い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
給
付
事
由
が
生
じ
た
給
付
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

に
よ
る
高
額
療
養
費
及
び
国
家
公
務
員
共
済
組
合

法
第
六
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
が

支
給
さ
れ
る
場
合
に
は
適
用
せ
ず
、
実
施
機
関
の

長
は
、
当
該
合
算
し
た
額
か
ら
こ
れ
ら
の
規
定
に

よ
る
高
額
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た
額
（
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
差
引
負
担
合
算
額
」
と
い
う
。）

が
五
万
四
千
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
超
え

る
額
に
、
一
部
負
担
金
等
の
額
か
ら
同
項
の
規
定

に
よ
る
高
額
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た
額
が
差
引

負
担
合
算
額
に
占
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額

（
そ
の
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
）
を
一
部
負
担
金
等
払
戻

金
と
し
て
当
該
自
衛
官
等
に
支
給
す
る
。

に
よ
る
高
額
療
養
費
及
び
国
家
公
務
員
共
済
組
合

法
第
六
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
が

支
給
さ
れ
る
場
合
に
は
適
用
せ
ず
、
実
施
機
関
の

長
は
、
当
該
合
算
し
た
額
か
ら
こ
れ
ら
の
規
定
に

よ
る
高
額
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た
額
（
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
差
引
負
担
合
算
額
」
と
い
う
。）

が
五
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
超
え
る
額

に
、
一
部
負
担
金
等
の
額
か
ら
同
項
の
規
定
に
よ

る
高
額
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た
額
が
差
引
負
担

合
算
額
に
占
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の

額
に
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を

切
り
捨
て
た
額
）
を
一
部
負
担
金
等
払
戻
金
と
し

て
当
該
自
衛
官
等
に
支
給
す
る
。

自
衛
官
等
に
対
す
る
療
養
の
給
付
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

自
衛
官
等
に
対
す
る
療
養
の
給
付
等
に
関
す
る
省
令
（
令
和
六
年
防
衛
省
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
一
部
負
担
金
等
払
戻
金
）

（
一
部
負
担
金
等
払
戻
金
）

第
十
九
条

実
施
機
関
の
長
は
、
自
衛
官
等
が
支

払
っ
た
一
部
負
担
金
等
の
額
（
同
一
の
月
に
そ
れ

ぞ
れ
一
の
令
第
十
七
条
の
六
第
一
項
第
一
号
に
規

定
す
る
病
院
等
か
ら
受
け
た
療
養
に
係
る
同
号
イ

か
ら
ニ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
金
額
を
い

う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）が
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
各

号
に
定
め
る
額
（
そ
の
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が

あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
）
を
一
部

負
担
金
等
払
戻
金
と
し
て
当
該
自
衛
官
等
に
支
給

す
る
。
た
だ
し
、
第
一
号
に
定
め
る
額
が
千
円
に

満
た
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
九
条

実
施
機
関
の
長
は
、
自
衛
官
等
が
支

払
っ
た
一
部
負
担
金
等
の
額
（
同
一
の
月
に
そ
れ

ぞ
れ
一
の
令
第
十
七
条
の
六
第
一
項
第
一
号
に
規

定
す
る
病
院
等
か
ら
受
け
た
療
養
に
係
る
同
号
イ

か
ら
ニ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
金
額
を
い

う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）が
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
各

号
に
定
め
る
額
（
そ
の
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が

あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
）
を
一
部

負
担
金
等
払
戻
金
と
し
て
当
該
自
衛
官
等
に
支
給

す
る
。
た
だ
し
、
第
一
号
に
定
め
る
額
が
千
円
に

満
た
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

一
部
負
担
金
等
の
額
が
二
万
七
千
円
（
当
該

療
養
に
つ
い
て
令
第
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合

（
次
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。）に
あ
っ
て

は
、
当
該
高
額
療
養
費
の
額
に
二
万
七
千
円
を

加
え
た
額
）
を
超
え
る
場
合

そ
の
超
え
る
額

一

一
部
負
担
金
等
の
額
が
二
万
五
千
円
（
当
該

療
養
に
つ
い
て
令
第
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合

（
次
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。）に
あ
っ
て

は
、
当
該
高
額
療
養
費
の
額
に
二
万
五
千
円
を

加
え
た
額
）
を
超
え
る
場
合

そ
の
超
え
る
額

二

二
件
以
上
の
一
部
負
担
金
等
の
額
を
合
算
し

て
令
第
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
高

額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当

該
合
算
し
た
額
か
ら
当
該
高
額
療
養
費
の
額
を

控
除
し
た
額
が
五
万
四
千
円
を
超
え
る
場
合

そ
の
超
え
る
額

二

二
件
以
上
の
一
部
負
担
金
等
の
額
を
合
算
し

て
令
第
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
高

額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当

該
合
算
し
た
額
か
ら
当
該
高
額
療
養
費
の
額
を

控
除
し
た
額
が
五
万
円
を
超
え
る
場
合

そ
の

超
え
る
額

自
衛
隊
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

自
衛
隊
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
総
理
府
令
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線

を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
標
記
部
分
が
同
一
の
も
の
は
当
該
対
象
規
定
を
改
正
後
欄

に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
学
生
の
服
制
）

（
学
生
の
服
制
）

第
十
七
条

学
生
（
法
第
三
十
三
条
に
規
定
す
る
学

生
を
い
う
。第
二
十
二
条
第
一
項
第
二
号
を
除
き
、

以
下
同
じ
。）の
服
制
は
、
別
表
第
五
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。

第
十
七
条

学
生
（
法
第
三
十
三
条
に
規
定
す
る
学

生
を
い
う
。
第
二
十
二
条
第
三
項
を
除
き
、
以
下

同
じ
。）の
服
制
は
、
別
表
第
五
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

令和年月日 月曜日 第号官 報
〇
防
衛
省
令
第
二
十
号

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
三
百
六
十
八
号
）
第
十
七
条
の
八
の
二

の
規
定
に
基
づ
き
、
自
衛
官
等
に
対
す
る
療
養
の
給
付
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。令

和
八
年
八
月
三
十
一
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

〇
防
衛
省
令
第
二
十
一
号

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
三
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
衛
隊
法
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎





（
試
験
の
方
法
）

（
試
験
の
方
法
）

第
二
十
二
条

自
衛
官
、
自
衛
官
候
補
生
、
学
生
、

生
徒
及
び
予
備
自
衛
官
補
の
採
用
試
験
の
方
法

は
、
筆
記
試
験
、身
体
検
査
及
び
口
述
試
験
と
し
、

防
衛
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら

の
試
験
の
方
法
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
隊

員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
試
験
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
二
条

隊
員
の
採
用
試
験
の
方
法
は
、
筆
記

試
験
、
身
体
検
査
及
び
口
述
試
験
と
す
る
。

一

自
衛
官
、
自
衛
官
候
補
生
及
び
予
備
自
衛
官

補

適
性
検
査
及
び
経
歴
評
定

二

防
衛
大
学
校
の
学
生

適
応
能
力
試
験
、
討

議
試
験
及
び
体
力
試
験

２

自
衛
官
、
自
衛
官
候
補
生
、
学
生
、
生
徒
及
び

予
備
自
衛
官
等
以
外
の
隊
員
の
採
用
試
験
の
方
法

は
、
筆
記
試
験
及
び
口
述
試
験
と
す
る
。

２

自
衛
官
、
自
衛
官
候
補
生
及
び
予
備
自
衛
官
補

の
採
用
試
験
に
お
い
て
、
防
衛
大
臣
が
必
要
と
認

め
る
場
合
に
は
、
前
項
に
規
定
す
る
試
験
の
方
法

の
ほ
か
、
適
性
検
査
及
び
経
歴
評
定
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

３

防
衛
大
学
校
の
学
生
の
採
用
試
験
に
お
い
て
、

防
衛
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
場
合
に
は
、
第
一
項

に
規
定
す
る
試
験
の
方
法
の
ほ
か
、
適
応
能
力
試

験
、
討
議
試
験
及
び
体
力
試
験
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
八
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
隊
員
の
採
用
）

（
隊
員
の
採
用
）

第
二
十
一
条

自
衛
官
（
法
第
三
十
六
条
の
二
及
び

第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ

れ
る
自
衛
官
を
除
く
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同

じ
。）、
自
衛
官
候
補
生
、
学
生
、
生
徒
及
び
予
備

自
衛
官
補
の
採
用
は
試
験
に
よ
る
。
た
だ
し
、
防

衛
大
臣
の
定
め
る
特
殊
又
は
高
度
の
技
術
及
び
知

識
を
必
要
と
す
る
職
務
を
担
当
す
る
自
衛
官
並
び

に
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
三
年
法
律
第
百
九
号
）
第
二
十
七
条
第
一

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
条
第
一
項
第
一

号
又
は
国
家
公
務
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す

る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
七
十
八
号
）
第

十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
条
第
一
項

第
一
号
の
規
定
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
任
用
さ
れ

る
自
衛
官
（
第
二
十
四
条
第
四
項
及
び
第
五
十
九

条
に
お
い
て
「
任
期
付
自
衛
官
」
と
い
う
。）並
び

に
当
該
技
術
及
び
知
識
を
有
す
る
予
備
自
衛
官
補

に
採
用
す
る
場
合
は
選
考
に
よ
る
こ
と
が
で
き

る
。

第
二
十
一
条

自
衛
官
（
法
第
三
十
六
条
の
二
及
び

第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ

れ
る
自
衛
官
を
除
く
。）、
自
衛
官
候
補
生
、学
生
、

生
徒
及
び
予
備
自
衛
官
補
の
採
用
は
試
験
に
よ

る
。
た
だ
し
、
防
衛
大
臣
の
定
め
る
特
殊
又
は
高

度
の
技
術
及
び
知
識
を
必
要
と
す
る
職
務
を
担
当

す
る
自
衛
官
並
び
に
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
九
号
）
第

二
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七

条
第
一
項
第
一
号
又
は
国
家
公
務
員
の
配
偶
者
同

行
休
業
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第

七
十
八
号
）
第
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
七
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
任
期
を
定

め
て
任
用
さ
れ
る
自
衛
官
（
第
二
十
四
条
第
四
項

及
び
第
五
十
九
条
に
お
い
て
「
任
期
付
自
衛
官
」

と
い
う
。）並
び
に
当
該
技
術
及
び
知
識
を
有
す
る

予
備
自
衛
官
補
に
採
用
す
る
場
合
は
選
考
に
よ
る

こ
と
が
で
き
る
。

２

自
衛
官
、
自
衛
官
候
補
生
、
学
生
、
生
徒
及
び

予
備
自
衛
官
等
以
外
の
隊
員
の
採
用
は
選
考
に
よ

る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
隊
員
の
う
ち
防
衛
大
臣

の
指
定
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
試
験
に
よ
る
。

２

自
衛
官
、
自
衛
官
候
補
生
、
学
生
及
び
生
徒
以

外
の
隊
員
（
予
備
自
衛
官
等
を
除
く
。）の
採
用
は

選
考
に
よ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
隊
員
の
う
ち

防
衛
大
臣
の
指
定
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
試
験
に

よ
る
。

法

規

的

告

示

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
（
連
続
す
る
他
の
規
定
と
記
号
に

よ
り
一
括
し
て
掲
げ
る
規
定
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
標
記
部
分
に
係
る
記
載
）
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対

象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
前

欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄

に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
金
融
商
品
取
引
業
者
等
）

（
金
融
商
品
取
引
業
者
等
）

第
一
条

金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
第
四
十
二
条
第

二
項
及
び
第
四
十
二
条
の
二
第
二
項
の
金
融
庁
長

官
の
指
定
す
る
金
融
商
品
取
引
業
者
、
取
引
所
取

引
許
可
業
者
、
特
例
業
務
届
出
者
及
び
海
外
投
資

家
等
特
例
業
務
届
出
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す

る
。

第
一
条

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
十
七

略
﹈

﹇
一
〜
十
七

同
上
﹈

十
八

ジ
ェ
フ
リ
ー
ズ
日
本
株
式
会
社

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

十
九

Ｂ
Ｂ
Ｖ
Ａ
証
券
株
式
会
社

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

二
十
〜
百
十
四

﹇
略
﹈

十
八
〜
百
十
二

﹇
同
上
﹈

﹇
号
を
削
る
。﹈

百
十
三

ジ
ェ
フ
リ
ー
ズ
日
本
株
式
会
社

百
十
五
・
百
十
六

﹇
略
﹈

百
十
四
・
百
十
五

﹇
同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

令和年月日 月曜日 第号官 報

〇
金
融
庁
告
示
第
六
十
六
号

金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
三
百
二
十
一
号
）
第
四
十
二
条
第
二
項
及
び
第
四
十
二
条
の
二
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
本
庁
監
理
金
融
商
品
取
引
業
者
等
を
指
定
す
る
件
（
平
成
十
九
年
金
融
庁
告
示
第
九
十
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

金
融
庁
長
官

伊
藤

豊

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
四
十
四
号

外
国
人
の
育
成
就
労
の
適
正
な
実
施
及
び
育
成
就
労
外
国
人
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
令
和
七
年
法
務

省
・
厚
生
労
働
省
令
第
四
号
）
第
十
三
条
第
二
項
第
九
号
及
び
第
十
五
条
第
一
項
第
十
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
外
国

人
の
育
成
就
労
の
適
正
な
実
施
及
び
育
成
就
労
外
国
人
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
規
定
に
基
づ
き
林
業
分
野

に
特
有
の
事
情
に
鑑
み
て
告
示
で
定
め
る
基
準
等
（
令
和
八
年
農
林
水
産
省
告
示
第
六
百
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和





次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
（
以
下
「
傍
線
部
分
」
と
い
う
。）で
こ
れ
に
対

応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
を
当
該
傍
線
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄

に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加

え
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
な
い
も
の

は
、
こ
れ
を
削
る
。改

正

後

改

正

前

附

則

附

則

（
施
行
期
日
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
告
示
は
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認

定
法
及
び
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及

び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
六
十
号
。
附

則
第
四
条
に
お
い
て
「
改
正
法
」
と
い
う
。）の
施

行
の
日
（
令
和
九
年
四
月
一
日
）か
ら
適
用
す
る
。

第
一
条

こ
の
告
示
は
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認

定
法
及
び
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及

び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
六
十
号
。
附

則
第
三
条
に
お
い
て
「
改
正
法
」
と
い
う
。）の
施

行
の
日
（
令
和
九
年
四
月
一
日
）か
ら
適
用
す
る
。

（
講
習
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に

お
け
る
第
一
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

条
第
二
号
中
「
又
は
三
級
」
と
あ
る
の
は「
三
級
」

と
、「
有
す
る
も
の
」
と
あ
る
の
は「
有
す
る
も
の
、

育
林
・
素
材
生
産
作
業
に
つ
い
て
七
年
以
上
の
実

務
の
経
験
を
有
す
る
者
又
は
林
業
労
働
力
の
確
保

の
促
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
資
金
の
貸
付
け

等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
八
年
農
林
水
産
省
令
第

二
十
五
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
農

林
水
産
省
が
備
え
る
研
修
修
了
者
名
簿
に
現
場
管

理
責
任
者
（
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
）
の
区
分
で

登
録
さ
れ
て
い
る
者
」
と
す
る
。

（
新
設
）

（
育
成
就
労
指
導
員
に
関
す
る
経
過
措
置
）

（
育
成
就
労
指
導
員
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に

お
け
る
第
二
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

条
第
一
号
中
「
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
」

と
あ
る
の
は
「
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
又

は
育
林
・
素
材
生
産
作
業
に
つ
い
て
七
年
以
上
の

実
務
の
経
験
を
有
す
る
者
若
し
く
は
林
業
労
働
力

の
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
資
金
の

貸
付
け
等
に
関
す
る
省
令
第
一
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
農
林
水
産
省
が
備
え
る
研
修
修
了
者
名

簿
に
現
場
管
理
責
任
者（
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
）

の
区
分
で
登
録
さ
れ
て
い
る
者
」
と
す
る
。

第
二
条

令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に

お
け
る
第
二
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

条
第
一
号
中
「
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
」

と
あ
る
の
は
「
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
又

は
育
林
・
素
材
生
産
作
業
に
つ
い
て
七
年
以
上
の

実
務
の
経
験
を
有
す
る
者
若
し
く
は
林
業
労
働
力

の
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
資
金
の

貸
付
け
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
八
年
農
林
水
産

省
令
第
二
十
五
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
農
林
水
産
省
が
備
え
る
研
修
修
了
者
名
簿
に

現
場
管
理
責
任
者
（
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
）
の

区
分
で
登
録
さ
れ
て
い
る
者
」
と
す
る
。

第
四
条
〜
第
六
条

（
略
）

第
三
条
〜
第
五
条

（
略
）

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
適
用
す
る
。

そ
の
他
告
示

令和年月日 月曜日 第号官 報

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
十
三
号

特
定
化
学
物
質
の
環
境
へ
の
排
出
量
の
把
握
等
及
び
管

理
の
改
善
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
三

年
内
閣
府
・
財
務
省
・
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
・
農

林
水
産
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
・
環
境
省
令
第

一
号
）
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
化
学
物
質
の
環

境
へ
の
排
出
量
の
把
握
等
及
び
管
理
の
改
善
の
促
進
に
関

す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
十
九
条

に
規
定
す
る
手
数
料
を
現
金
を
も
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
事
務
所
を
指
定
し
た
件
（
平
成
十
四
年
経
済
産
業
省

告
示
第
四
百
二
十
号
）
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
限

り
廃
止
す
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
九
十
八
号

道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省

令
第
六
十
七
号
）
第
五
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路

運
送
車
両
の
保
安
基
準
第
二
章
及
び
第
三
章
の
規
定
の
適

用
関
係
の
整
理
の
た
め
必
要
な
事
項
を
定
め
る
告
示
の
一

部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
第
二
章
及
び
第
三
章

の
規
定
の
適
用
関
係
の
整
理
の
た
め
必
要
な
事
項

を
定
め
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
第
二
章
及
び
第
三
章
の
規

定
の
適
用
関
係
の
整
理
の
た
め
必
要
な
事
項
を
定
め
る
告

示
（
平
成
十
五
年
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
十
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

こ
の
告
示
に
お
い
て
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
以

前
に
指
定
を
受
け
た
型
式
指
定
自
動
車
又
は
国
土
交
通

大
臣
が
定
め
る
自
動
車
で
あ
っ
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る

も
の
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
自
動
車
と
み
な
す
。

一

令
和
八
年
九
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
十
月
三
十
一

日
ま
で
の
期
間
に
製
作
さ
れ
た
自
動
車

令
和
八
年

八
月
三
十
一
日
に
製
作
さ
れ
た
自
動
車

二

令
和
八
年
九
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
十
月
三
十
一

日
ま
で
の
期
間
に
発
行
さ
れ
た
出
荷
検
査
証
に
係
る

自
動
車

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
に
発
行
さ
れ
た

出
荷
検
査
証
に
係
る
自
動
車

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
内
閣
府
告
示
第
百
五
号

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す

る
た
め
の
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
一
年

法
律
第
十
六
号
）
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
十
条
第
九
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
八
年
内
閣

府
告
示
第
五
十
一
号
を
も
っ
て
公
示
し
た
ア
イ
ヌ
施
策
推

進
地
域
計
画
の
変
更
を
令
和
八
年
八
月
十
八
日
付
け
で
認

定
し
た
の
で
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
十
条
第
十
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
公
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

一

ア
イ
ヌ
施
策
推
進
地
域
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

北
海
道
八
雲
町

二

ア
イ
ヌ
施
策
推
進
地
域
計
画
の
名
称

八
雲
町
ア
イ

ヌ
施
策
推
進
地
域
計
画

〇
内
閣
府
告
示
第
百
六
号

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す

る
た
め
の
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
一
年

法
律
第
十
六
号
）
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
十
条
第
九
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
七
年
内
閣

府
告
示
第
七
十
号
を
も
っ
て
公
示
し
た
ア
イ
ヌ
施
策
推
進

地
域
計
画
の
変
更
を
令
和
八
年
八
月
十
八
日
付
け
で
認
定

し
た
の
で
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
十
条
第
十
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り

公
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

一

ア
イ
ヌ
施
策
推
進
地
域
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

北
海
道
む
か
わ
町

二

ア
イ
ヌ
施
策
推
進
地
域
計
画
の
名
称

む
か
わ
町
ア

イ
ヌ
施
策
推
進
地
域
計
画

〇
内
閣
府
告
示
第
百
七
号

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す

る
た
め
の
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
一
年

法
律
第
十
六
号
）
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
十
条
第
九
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
七
年
内
閣

府
告
示
第
百
十
六
号
を
も
っ
て
公
示
し
た
ア
イ
ヌ
施
策
推

進
地
域
計
画
の
変
更
を
令
和
八
年
八
月
十
八
日
付
け
で
認

定
し
た
の
で
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
十
条
第
十
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
公
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

一

ア
イ
ヌ
施
策
推
進
地
域
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

北
海
道
日
高
町

二

ア
イ
ヌ
施
策
推
進
地
域
計
画
の
名
称

日
高
町
ア
イ

ヌ
施
策
推
進
地
域
計
画





令和年月日 月曜日 第号官 報

〇
デ
ジ
タ
ル
庁
告
示
第
九
号

公
的
給
付
の
支
給
等
の
迅
速
か
つ
確
実
な
実
施
の
た
め
の
預
貯
金
口
座
の
登
録
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律

第
三
十
八
号
）
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
的
給
付
の
支
給
等
の
迅
速
か
つ
確
実
な
実
施
の
た
め
の
預
貯
金
口
座
の

登
録
等
に
関
す
る
法
律
第
十
条
の
内
閣
総
理
大
臣
が
指
定
す
る
公
的
給
付
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

一

令
和
八
年
度
山
梨
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
支
援
金
（
原
油
価
格
や
物
価
高
騰
等
の
影
響
に
鑑
み
、
令
和
八
年
度
山
梨
県
一
般

会
計
補
正
予
算
に
お
け
る
、
山
梨
県
か
ら
、
低
所
得
者
世
帯
を
支
援
す
る
観
点
か
ら
支
給
さ
れ
る
給
付
を
い
う
。）

二

令
和
八
年
度
宮
崎
県
新
富
町
基
地
周
辺
生
活
環
境
影
響
対
策
給
付
金（
原
油
価
格
や
物
価
高
騰
等
の
影
響
に
鑑
み
、

令
和
八
年
度
宮
崎
県
新
富
町
一
般
会
計
当
初
予
算
に
お
け
る
、
宮
崎
県
新
富
町
か
ら
、
地
域
住
民
を
支
援
す
る
観
点

か
ら
支
給
さ
れ
る
給
付
を
い
う
。）

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
適
用
す
る
。

〇
デ
ジ
タ
ル
庁

総

務

省
告
示
第
三
十
四
号

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
別
表
の
主
務
省
令
で
定
め
る

事
務
を
定
め
る
命
令
（
平
成
二
十
六
年
内
閣
府
・
総
務
省
令
第
五
号
）
第
七
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
行
政
手
続
に

お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
別
表
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
務
を
定
め
る

命
令
第
七
十
四
条
の
内
閣
総
理
大
臣
及
び
総
務
大
臣
が
定
め
る
事
務
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

総
務
大
臣

林

芳
正

一

令
和
八
年
度
山
梨
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
支
援
金
（
原
油
価
格
や
物
価
高
騰
等
の
影
響
に
鑑
み
、
令
和
八
年
度
山
梨
県
一
般

会
計
補
正
予
算
に
お
け
る
、
山
梨
県
か
ら
、
低
所
得
者
世
帯
を
支
援
す
る
観
点
か
ら
支
給
さ
れ
る
給
付
を
い
う
。）の

支
給
を
実
施
す
る
た
め
の
基
礎
と
す
る
情
報
（
入
所
等
の
措
置
の
実
施
に
関
す
る
情
報
（
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十

二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
に
よ
る
入
所
等
の
措
置
の
実
施
に
関
す
る
情
報
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四

年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
に
よ
る
入
所
等
の
措
置
の
実
施
に
関
す
る
情
報
、
知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十
五

年
法
律
第
三
十
七
号
）
に
よ
る
入
所
等
の
措
置
の
実
施
に
関
す
る
情
報
及
び
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第

百
三
十
三
号
）
に
よ
る
福
祉
の
措
置
の
実
施
に
関
す
る
情
報
を
い
う
。）、
生
活
保
護
関
係
情
報
（
生
活
保
護
法
（
昭

和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
に
よ
る
保
護
の
実
施
に
関
す
る
情
報
を
い
う
。）、
地
方
税
関
係
情
報
（
地
方
税

法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
そ
の
他
の
地
方
税
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
に
よ
り
算

定
し
た
税
額
又
は
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
事
項
に
関
す
る
情
報
を
い
う
。）、
公
的
給
付
支
給
等
口
座
登
録
簿
関
係

情
報
（
公
的
給
付
の
支
給
等
の
迅
速
か
つ
確
実
な
実
施
の
た
め
の
預
貯
金
口
座
の
登
録
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
三

年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
三
条
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）、
令
和
五

年
度
物
価
高
騰
対
策
給
付
金
（
第
一
号
）（
物
価
高
騰
対
策
給
付
金
に
係
る
差
押
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
五
年

法
律
第
八
十
一
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
物
価
高
騰
対
策
給
付
金
を
い
う
。）の
支
給
に
関
す
る
情
報
、
令
和

五
年
度
物
価
高
騰
対
策
給
付
金
（
第
二
号
）（
物
価
高
騰
対
策
給
付
金
に
係
る
差
押
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
令
和
五
年
内
閣
府
・
総
務
省
・
財
務
省
令
第
一
号
）
第
二
条
第
一
号
イ
、
ロ
及
び
ヘ
並
び
に
同
条
第
二
号
イ
に
掲

げ
る
世
帯
、
同
条
第
二
号
ロ
及
び
同
条
第
三
号
イ

に
掲
げ
る
世
帯
（
同
条
第
一
号
イ
、
ロ
及
び
ヘ
並
び
に
同
条
第

二
号
イ
に
掲
げ
る
世
帯
に
限
る
。）並
び
に
同
条
第
三
号
イ

に
掲
げ
る
世
帯
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
世
帯
に
対
し
給

付
金
を
支
給
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
国
が
交
付
す
る
交
付
金
を
財
源
と
し
て
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同

じ
。）か
ら
支
給
さ
れ
る
給
付
金
で
あ
っ
て
、
同
令
第
一
条
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。）の
支
給
に
関
す
る
情
報
、

令
和
六
年
度
物
価
高
騰
対
策
給
付
金
（
第
一
号
）（
同
令
第
二
条
第
一
号
ハ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
個
人
又
は
世
帯
、

同
条
第
二
号
ロ
及
び
同
条
第
三
号
イ

に
掲
げ
る
個
人
又
は
世
帯
（
同
条
第
二
号
ハ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
個
人
又

は
世
帯
に
限
る
。）、
同
条
第
三
号
ロ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
者
並
び
に
同
条
第
四
号
に
掲
げ
る
者
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る

個
人
又
は
世
帯
に
対
し
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
国
が
交
付
す
る
交
付
金
を
財
源
と
し
て
市
町
村
か

〇
内
閣
府
告
示
第
百
八
号

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す

る
た
め
の
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
一
年

法
律
第
十
六
号
）
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
十
条
第
九
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
八
年
内
閣

府
告
示
第
五
十
七
号
を
も
っ
て
公
示
し
た
ア
イ
ヌ
施
策
推

進
地
域
計
画
の
変
更
を
令
和
八
年
八
月
十
八
日
付
け
で
認

定
し
た
の
で
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
十
条
第
十
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
公
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

一

ア
イ
ヌ
施
策
推
進
地
域
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

北
海
道
平
取
町

二

ア
イ
ヌ
施
策
推
進
地
域
計
画
の
名
称

平
取
町
ア
イ

ヌ
施
策
推
進
地
域
計
画

三

基
本
方
針
（
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る

社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律

第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
ア
イ
ヌ
施
策
の
総
合
的
か

つ
効
果
的
な
推
進
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
を
い

う
。
以
下
同
じ
。）に
定
め
る
ア
イ
ヌ
施
策
推
進
地
域
計

画
の
認
定
制
度
に
基
づ
く
法
律
上
の
特
例
措
置
の
う

ち
、
ア
イ
ヌ
施
策
の
推
進
に
必
要
な
事
業
（
番
号
に
つ

い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。）
国

有
林
野
に
お
け
る
共
用
林
野
の
設
定
（
四
の
四

）
及

び
漁
業
法
及
び
水
産
資
源
保
護
法
に
よ
る
許
可
に
つ
い

て
の
配
慮
（
四
の
四

）

〇
内
閣
府
告
示
第
百
九
号

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す

る
た
め
の
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
一
年

法
律
第
十
六
号
）
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
十
条
第
九
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
八
年
内
閣

府
告
示
第
五
十
八
号
を
も
っ
て
公
示
し
た
ア
イ
ヌ
施
策
推

進
地
域
計
画
の
変
更
を
令
和
八
年
八
月
十
八
日
付
け
で
認

定
し
た
の
で
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
十
条
第
十
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
公
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

一

ア
イ
ヌ
施
策
推
進
地
域
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

北
海
道
新
冠
町

二

ア
イ
ヌ
施
策
推
進
地
域
計
画
の
名
称

第
二
期
新
冠

町
ア
イ
ヌ
施
策
推
進
地
域
計
画

〇
内
閣
府
告
示
第
百
十
号

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す

る
た
め
の
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
一
年

法
律
第
十
六
号
）
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
十
条
第
九
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
八
年
内
閣

府
告
示
第
五
十
九
号
を
も
っ
て
公
示
し
た
ア
イ
ヌ
施
策
推

進
地
域
計
画
の
変
更
を
令
和
八
年
八
月
十
八
日
付
け
で
認

定
し
た
の
で
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
十
条
第
十
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
公
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

一

ア
イ
ヌ
施
策
推
進
地
域
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

北
海
道
浦
河
町

二

ア
イ
ヌ
施
策
推
進
地
域
計
画
の
名
称

浦
河
町
ア
イ

ヌ
施
策
推
進
地
域
計
画

〇
内
閣
府
告
示
第
百
十
一
号

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す

る
た
め
の
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
一
年

法
律
第
十
六
号
）
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
十
条
第
九
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
七
年
内
閣

府
告
示
第
百
十
八
号
を
も
っ
て
公
示
し
た
ア
イ
ヌ
施
策
推

進
地
域
計
画
の
変
更
を
令
和
八
年
八
月
十
八
日
付
け
で
認

定
し
た
の
で
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
十
条
第
十
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
公
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

一

ア
イ
ヌ
施
策
推
進
地
域
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

北
海
道
え
り
も
町

二

ア
イ
ヌ
施
策
推
進
地
域
計
画
の
名
称

え
り
も
町
ア

イ
ヌ
施
策
推
進
地
域
計
画

〇
内
閣
府
告
示
第
百
十
二
号

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す

る
た
め
の
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
一
年

法
律
第
十
六
号
）
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
十
条
第
九
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
八
年
内
閣

府
告
示
第
六
十
六
号
を
も
っ
て
公
示
し
た
ア
イ
ヌ
施
策
推

進
地
域
計
画
の
変
更
を
令
和
八
年
八
月
十
八
日
付
け
で
認

定
し
た
の
で
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
十
条
第
十
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
公
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

一

ア
イ
ヌ
施
策
推
進
地
域
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

北
海
道
標
津
町

二

ア
イ
ヌ
施
策
推
進
地
域
計
画
の
名
称

標
津
町
ア
イ

ヌ
施
策
推
進
地
域
計
画

〇
金
融
庁
告
示
第
六
十
七
号

オ
リ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
が
令
和
八
年
八
月
三
日
付
け
で

オ
リ
ッ
ク
ス
銀
行
株
式
会
社
の
主
要
株
主
基
準
値
以
上
の

数
の
議
決
権
の
保
有
者
で
な
く
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
銀

行
法
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
五
十
五
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
オ
リ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
に
対
す
る

同
法
第
五
十
二
条
の
九
第
二
項
た
だ
し
書
の
認
可
が
そ
の

効
力
を
失
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
六
条
第
九
号
の
規
定

に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日金

融
庁
長
官

伊
藤

豊





行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
第
十
九
条
第
八
号
に
基
づ
く

利
用
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
命
令
第
百
六
十
二
条
の
内
閣
総
理
大
臣
及
び
総
務
大
臣
が
定
め
る
事
務
は
、
次

の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
務
と
し
、
同
条
の
内
閣
総
理
大
臣
及
び
総
務
大
臣
が
定
め
る
情
報
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ

る
情
報
と
す
る
。

事

務

情

報

一

令
和
八
年
度
山
梨
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
支
援
金
（
原
油
価
格
や
物
価
高
騰

等
の
影
響
に
鑑
み
、
令
和
八
年
度
山
梨
県
一
般
会
計
補
正
予
算
に
お

け
る
、
山
梨
県
か
ら
、
低
所
得
者
世
帯
を
支
援
す
る
観
点
か
ら
支
給

さ
れ
る
給
付
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
支
給
を
実
施
す
る
た
め
の
基

礎
と
す
る
情
報
（
入
所
等
の
措
置
の
実
施
に
関
す
る
情
報
（
児
童
福

祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
に
よ
る
入
所
等
の
措

置
の
実
施
に
関
す
る
情
報
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年

法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
に
よ
る
入
所
等
の
措
置
の
実
施
に
関
す
る

情
報
、
知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号
）

に
よ
る
入
所
等
の
措
置
の
実
施
に
関
す
る
情
報
及
び
老
人
福
祉
法

（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
に
よ
る
福
祉
の
措
置
の
実

施
に
関
す
る
情
報
を
い
う
。）、
生
活
保
護
関
係
情
報
（
生
活
保
護
法

（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
に
よ
る
保
護
の
実
施
に
関

す
る
情
報
を
い
う
。）、
地
方
税
関
係
情
報
（
地
方
税
法
（
昭
和
二
十

五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
そ
の
他
の
地
方
税
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
条
例
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
税
額
又
は
そ
の
算
定
の
基
礎

と
な
る
事
項
に
関
す
る
情
報
を
い
う
。）、
公
的
給
付
支
給
等
口
座
登

録
簿
関
係
情
報
（
公
的
給
付
の
支
給
等
の
迅
速
か
つ
確
実
な
実
施
の

た
め
の
預
貯
金
口
座
の
登
録
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第

三
十
八
号
）
第
三
条
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事

項
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）、令
和
五
年
度
物
価
高
騰
対
策
給
付
金（
第

一
号
）（
物
価
高
騰
対
策
給
付
金
に
係
る
差
押
禁
止
等
に
関
す
る
法
律

（
令
和
五
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
物
価

高
騰
対
策
給
付
金
を
い
う
。）の
支
給
に
関
す
る
情
報
、
令
和
五
年
度

物
価
高
騰
対
策
給
付
金
（
第
二
号
）（
物
価
高
騰
対
策
給
付
金
に
係
る

差
押
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
令
和
五
年
内
閣
府
・
総
務

省
・
財
務
省
令
第
一
号
）
第
二
条
第
一
号
イ
、
ロ
及
び
ヘ
並
び
に
同

令
和
八
年
度
山
梨
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
支
援

金
の
支
給
要
件
の
該
当
性
を
判
定
す

る
必
要
が
あ
る
者
に
係
る
道
府
県
民

税
（
地
方
税
法
第
四
条
第
二
項
第
一

号
に
掲
げ
る
道
府
県
民
税
（
個
人
に

係
る
も
の
に
限
る
。）を
い
い
、
都
が

同
法
第
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ

て
課
す
る
同
号
に
掲
げ
る
税
を
含

む
。）及
び
市
町
村
民
税
（
同
法
第
五

条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
市
町
村

民
税
（
個
人
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

を
い
い
、
特
別
区
が
同
法
第
一
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
課
す
る
同
号

に
掲
げ
る
税
を
含
む
。）並
び
に
公
的

給
付
支
給
等
口
座
登
録
簿
関
係
情
報

に
関
す
る
情
報

二

令
和
八
年
度
宮
崎
県
新
富
町
基
地
周
辺
生
活
環
境
影
響
対
策
給
付

金
（
原
油
価
格
や
物
価
高
騰
等
の
影
響
に
鑑
み
、
令
和
八
年
度
宮
崎

県
新
富
町
一
般
会
計
当
初
予
算
に
お
け
る
、
宮
崎
県
新
富
町
か
ら
、

地
域
住
民
を
支
援
す
る
観
点
か
ら
支
給
さ
れ
る
給
付
を
い
う
。
以
下

同
じ
。）の
支
給
を
実
施
す
る
た
め
の
基
礎
と
す
る
情
報
（
公
的
給
付

支
給
等
口
座
登
録
簿
関
係
情
報
を
含
む
。）の
管
理
に
関
す
る
事
務

令
和
八
年
度
宮
崎
県
新
富
町
基
地
周

辺
生
活
環
境
影
響
対
策
給
付
金
の
支

給
要
件
の
該
当
性
を
判
定
す
る
必
要

が
あ
る
者
に
係
る
公
的
給
付
支
給
等

口
座
登
録
簿
関
係
情
報
に
関
す
る
情

報

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
適
用
す
る
。

条
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
世
帯
、
同
条
第
二
号
ロ
及
び
同
条
第
三
号
イ

に
掲
げ
る
世
帯
（
同
条
第
一
号
イ
、
ロ
及
び
ヘ
並
び
に
同
条
第
二

号
イ
に
掲
げ
る
世
帯
に
限
る
。）並
び
に
同
条
第
三
号
イ

に
掲
げ
る

世
帯
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
世
帯
に
対
し
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
国
が
交
付
す
る
交
付
金
を
財
源
と
し
て
市
町
村
（
特

別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）か
ら
支
給
さ
れ
る
給
付
金
で
あ
っ
て
、

同
令
第
一
条
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。）の
支
給
に
関
す
る
情

報
、
令
和
六
年
度
物
価
高
騰
対
策
給
付
金
（
第
一
号
）（
同
令
第
二
条

第
一
号
ハ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
個
人
又
は
世
帯
、
同
条
第
二
号
ロ

及
び
同
条
第
三
号
イ

に
掲
げ
る
個
人
又
は
世
帯
（
同
条
第
二
号
ハ

か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
個
人
又
は
世
帯
に
限
る
。）、
同
条
第
三
号
ロ

及
び
ハ
に
掲
げ
る
者
並
び
に
同
条
第
四
号
に
掲
げ
る
者
そ
の
他
こ
れ

に
準
ず
る
個
人
又
は
世
帯
に
対
し
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
国
が
交
付
す
る
交
付
金
を
財
源
と
し
て
市
町
村
か
ら
支
給
さ

れ
る
給
付
金
で
あ
っ
て
、
同
令
第
一
条
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
い

う
。）の
支
給
に
関
す
る
情
報
及
び
令
和
六
年
度
物
価
高
騰
対
策
給
付

金
（
第
二
号
）（
同
令
第
二
条
第
三
号
イ

に
掲
げ
る
世
帯
そ
の
他
こ

れ
に
準
ず
る
世
帯
に
対
し
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

国
が
交
付
す
る
交
付
金
を
財
源
と
し
て
市
町
村
か
ら
支
給
さ
れ
る
給

付
金
で
あ
っ
て
、
同
令
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。）の

支
給
に
関
す
る
情
報
を
含
む
。）の
管
理
に
関
す
る
事
務

令和年月日 月曜日 第号官 報
〇
デ
ジ
タ
ル
庁

総

務

省
告
示
第
三
十
五
号

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
第
十
九
条
第
八
号
に
基
づ
く

利
用
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
命
令
（
令
和
六
年
デ
ジ
タ
ル
庁
・
総
務
省
令
第
九
号
）
第
百
六
十
二
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
第
十
九
条
第
八
号

に
基
づ
く
利
用
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
命
令
第
百
六
十
二
条
の
内
閣
総
理
大
臣
及
び
総
務
大
臣
が
定
め
る
事

務
及
び
情
報
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

総
務
大
臣

林

芳
正

ら
支
給
さ
れ
る
給
付
金
で
あ
っ
て
、
同
令
第
一
条
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。）の
支
給
に
関
す
る
情
報
及
び
令
和

六
年
度
物
価
高
騰
対
策
給
付
金
（
第
二
号
）（
同
令
第
二
条
第
三
号
イ

に
掲
げ
る
世
帯
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
世
帯

に
対
し
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
国
が
交
付
す
る
交
付
金
を
財
源
と
し
て
市
町
村
か
ら
支
給
さ
れ
る

給
付
金
で
あ
っ
て
、
同
令
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。）の
支
給
に
関
す
る
情
報
を
含
む
。）の
管
理
に
関

す
る
事
務

二

令
和
八
年
度
宮
崎
県
新
富
町
基
地
周
辺
生
活
環
境
影
響
対
策
給
付
金（
原
油
価
格
や
物
価
高
騰
等
の
影
響
に
鑑
み
、

令
和
八
年
度
宮
崎
県
新
富
町
一
般
会
計
当
初
予
算
に
お
け
る
、
宮
崎
県
新
富
町
か
ら
、
地
域
住
民
を
支
援
す
る
観
点

か
ら
支
給
さ
れ
る
給
付
を
い
う
。）の
支
給
を
実
施
す
る
た
め
の
基
礎
と
す
る
情
報
（
公
的
給
付
支
給
等
口
座
登
録
簿

関
係
情
報
を
含
む
。）の
管
理
に
関
す
る
事
務

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
適
用
す
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
十
五
号

次
の
団
体
は
、
政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令

和
八
年
七
月
一
日
以
後
、
政
治
活
動
（
選
挙
運
動
を
含
む
。）の
た
め
に
寄
附
を
受
け
、
又
は
支
出
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
団
体
と
な
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
表
す
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

林

芳
正

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者

の
氏
名

会
計
責
任

者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

経
済
創
世
会

佐
藤

玲
乃

倉
橋

孝
則

東
京
都
港
区
高
輪
三

一
〇

三

元
気
な
山
形
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会

山
田

彰
一

伊
藤

尚
彦

山
形
県
山
形
市
小
白
川
町
五

一
三

二
四

江
東
政
経
研
究
会

秋
元

司

酒
井

貴
文

東
京
都
江
東
区
東
陽
五

三
一

二
一

こ
ば
た
は
る
ひ
こ
後
援
会

小
畑

治
彦

坂
口

龍
一

東
京
都
八
王
子
市
暁
町
三

八

四
二

さ
い
と
う
弘
後
援
会
有
志
の
会

山
田

彰
一

伊
藤

尚
彦

山
形
県
山
形
市
小
白
川
町
五

一
三

二
四

司
援
会

秋
元

司

酒
井

貴
文

東
京
都
江
東
区
東
陽
五

三
一

二
一

市
民
が
つ
く
る
政
治
の
会

山
本

哲
夫

山
本

哲
夫

東
京
都
台
東
区
台
東
四

一
七

一

田
淵
正
文
後
援
会

安
井
潤
一
郎

原
田

晃

東
京
都
目
黒
区
青
葉
台
一

二
七

一
〇

た
ぶ
ち
正
文
後
援
会

田
淵

正
文

原
田

晃

東
京
都
目
黒
区
青
葉
台
一

二
七

一
〇

鍋
島
祐
徳
会

田
淵

正
文

原
田

晃

東
京
都
目
黒
区
青
葉
台
一

二
七

一
〇

ネ
ク
ス
ト
山
形
４
７
の
会

齋
藤

弘

伊
藤

尚
彦

山
形
県
山
形
市
小
白
川
町
五

一
三

二
四

ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
党

加

茂
和

琴
井
耶
え
子

東
京
都
大
田
区
山
王
四

二

一
六

よ
だ
か
ず
た
か
と
地
域
共
生
を

実
現
す
る
会

依
田

和
孝

依
田

和
孝

千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
旭
町
一

七





名
称

住
所

登
録
を
し
た
日

オ
ン
ド
株
式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
９

番
２
号
グ
ラ
ン
ト
ウ
キ
ョ
ウ
サ
ウ
ス

タ
ワ
ー
11
階

令
和
八
年
八
月
六
日

Ｅ
Ｙ
新
日
本
有
限
責
任
監
査
法
人

東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
一
丁
目
１

番
２
号

令
和
八
年
八
月
六
日

令和年月日 月曜日 第号官 報
〇
総
務
省
告
示
第
三
百
十
六
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五
十
九
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次

の
と
お
り
特
定
国
外
派
遣
組
織
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

林

芳
正

一

名

称

日
印
共
同
訓
練
実
施
部
隊
（
イ
ン
ド
共
和
国
）

二

国
外
派
遣
期
間

令
和
八
年
九
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
九
月
三
十
日
ま
で

三

派
遣
人
数
（
概
数
）

百
人
程
度

四

派

遣

地

域

イ
ン
ド
共
和
国

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
十
七
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五
十
九
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次

の
と
お
り
特
定
国
外
派
遣
組
織
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

林

芳
正

一

名

称

日
印
共
同
訓
練
実
施
部
隊
（
イ
ン
ド
共
和
国
及
び
タ
イ
王
国
）

二

国
外
派
遣
期
間

令
和
八
年
九
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
九
月
三
十
日
ま
で

三

派
遣
人
数
（
概
数
）

二
十
人
程
度

四

派

遣

地

域

イ
ン
ド
共
和
国
及
び
タ
イ
王
国

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
十
八
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五
十
九
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次

の
と
お
り
特
定
国
外
派
遣
組
織
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

林

芳
正

一

名

称

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
2026
参
加
部
隊
（
マ
レ
ー
シ
ア
）

二

国
外
派
遣
期
間

令
和
八
年
九
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
十
月
一
日
ま
で

三

派
遣
人
数
（
概
数
）

十
人
程
度

四

派

遣

地

域

マ
レ
ー
シ
ア

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
十
九
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五
十
九
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次

の
と
お
り
特
定
国
外
派
遣
組
織
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

林

芳
正

一

名

称

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
2026
参
加
部
隊
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
）

二

国
外
派
遣
期
間

令
和
八
年
九
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
十
月
一
日
ま
で

三

派
遣
人
数
（
概
数
）

十
四
人
程
度

四

派

遣

地

域

フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
十
四
号

脱
炭
素
成
長
型
経
済
構
造
へ
の
円
滑
な
移
行
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
三
十
二
号
）
第
六
十
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
同
法
第
三
十
三
条
第
二
項
の
登
録
を
し
た
の
で
、
同
法
第
七
十
二
条
第
一
号
の

規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
九
十
九
号

次
の
よ
う
に
高
速
自
動
車
国
道
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九

号
）
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
に
お
い
て
一
般
の
縦

覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

第
一
東
海
自
動

車
道

菊
川
市
本
所
字
若
宮
二
一
二
二
番
二
か
ら
同
市
本
所
字
若
宮
二
一

三
二
番
一
〇
ま
で

令
和
八
年
九
月
一
日
〇
時

〇
北
陸
地
方
整
備
局
告
示
第
三
十
六
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

北
陸
地
方
整
備
局
長

植
田

雅
俊

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

十
八
号

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

妙
高
市
大
字
志
字
一
ノ
口
二
五
四
五
番
か
ら
同
市
大
字
志
字

一
ノ
口
二
五
四
七
番
ま
で

前後

七
五
・
八
八
〜
七
九
・
八
七

四
八
・
五
三
〜
七
六
・
八
二

〇
・
〇
三
七

〇
・
〇
三
七

図
面
縦
覧
場
所

北
陸
地
方
整
備
局
及
び
同
局
高
田
河
川
国
道
事
務
所

〇
北
陸
地
方
整
備
局
告
示
第
三
十
七
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

北
陸
地
方
整
備
局
長

植
田

雅
俊

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

十

八

号

妙
高
市
大
字
上
中
字
上
ノ
原
二
八
〇
番
一
か
ら
同
市
大
字
志
字
前

田
二
五
七
一
番
ま
で

北
陸
地
方
整
備
局
及
び
同
局
高

田
河
川
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

〇
中
国
地
方
整
備
局
告
示
第
八
十
二
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

中
国
地
方
整
備
局
長

山
本

大
志

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

九

号

下
関
市
長
府
黒
門
南
町
一
一
七
九
番
一
か
ら
同
市
長
府
黒
門
町
三

三
〇
〇
番
四
ま
で（
た
だ
し
、関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分
の
み
。）
中
国
地
方
整
備
局
及
び
同
局
山

口
河
川
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日





道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

備

考

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

高
知
県
幡
多
郡
黒
潮
町
佐
賀
字
記
念

地
二
二
四
〇
番
一
か
ら
同
町
入
野
字

神
ノ
前
五
九
四
番
一
ま
で

前

Ａ

九
七
〇
〜
一
〇
八
八
〇
一
八
二
三
一

上
記
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・

Ｄ
・
Ｅ
・
Ｆ
・
Ｇ
及

び
Ｈ
は
、
関
係
図
面

に
表
示
す
る
敷
地
の

区
分
を
い
う
。

Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ

一
二
七
〇
〜
三
三
三
七
〇

八
五
四
八

後

Ａ

九
七
〇
〜
一
〇
八
八
〇
一
八
二
三
一

Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ

一
二
七
〇
〜
三
三
三
七
〇
一
一
二
八
八

図
面
縦
覧
場
所

四
国
地
方
整
備
局
及
び
同
局
中
村
河
川
国
道
事
務
所

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

備

考

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

高
知
県
幡
多
郡
黒
潮
町
入
野
字
神
ノ

前
五
九
四
番
一
か
ら
四
万
十
市
右
山

字
南
中
山
一
九
二
三
番
一
ま
で

前

Ａ

八
七
三
〜
一
〇
八
四
〇

八
・
三
〇
六

上
記
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
及

び
Ｄ
は
、
関
係
図
面

に
表
示
す
る
敷
地
の

区
分
を
い
う
。

Ｂ
Ｃ
一
二
六
四
〜
二
四
六
四
三

三
・
六
六
〇

後

Ａ

八
七
三
〜
一
〇
八
四
〇

八
・
三
〇
六

Ｂ
Ｃ
Ｄ

一
二
六
四
〜
二
四
六
四
三

五
・
二
九
三

図
面
縦
覧
場
所

四
国
地
方
整
備
局
及
び
同
局
中
村
河
川
国
道
事
務
所

人
事
異
動

官
庁
報
告

令和年月日 月曜日 第号官 報
〇
四
国
地
方
整
備
局
告
示
第
六
十
三
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

四
国
地
方
整
備
局
長

奥
田

晃
久

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

五
十
六
号

〇
四
国
地
方
整
備
局
告
示
第
六
十
四
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

四
国
地
方
整
備
局
長

奥
田

晃
久

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

五
十
六
号

〇
四
国
地
方
整
備
局
告
示
第
六
十
五
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

四
国
地
方
整
備
局
長

奥
田

晃
久

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

五
十
五
号
及
び

四
百
九
十
三
号

高
知
県
安
芸
郡
安
田
町
唐
浜
字
ヤ
コ
ガ
ハ
ナ
二
三
四
九
番
か
ら
同

町
安
田
字
西
薬
師
浜
二
七
五
二
番
八
四
地
先
ま
で

四
国
地
方
整
備
局
及
び
同
局
土

佐
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

内

閣

国
務
大
臣

松
本

洋
平

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
小
野
田
紀
美
海
外
出
張
不
在
中
内

閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
戦
略
、
知
的
財

産
戦
略
、
科
学
技
術
政
策
、
宇
宙
政
策
、
人
工
知
能
戦
略

及
び
経
済
安
全
保
障
）
事
務
代
理
を
命
ず
る
（
八
月
二
十

六
日
）

カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会

（
カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
事
務
局
監
督

調
査
部
規
制
監
督
課
長
）
内
閣
府

事
務
官

山
﨑

洋
平

警
察
庁
に
出
向
さ
せ
る

監
督
調
査
部
付
の
併
任
を
解
除
す
る

監
督
調
査
部
規
制
監
督
課
犯
罪
収
益
移
転
防
止
対
策
室
長

事
務
取
扱
を
免
ず
る

（
警
察
庁
長
官
官
房
付
）
警
視
正

坪
原

和
洋

内
閣
府
事
務
官
（
カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
事
務
局
監
督
調
査

部
規
制
監
督
課
長
）
に
転
任
さ
せ
る

監
督
調
査
部
付
に
併
任
す
る

監
督
調
査
部
規
制
監
督
課
犯
罪
収
益
移
転
防
止
対
策
室
長

事
務
取
扱
を
命
ず
る
（
以
上
八
月
三
十
一
日
）

最
高
裁
判
所

横
浜
家
庭
裁
判
所
判
事
・
横
浜
簡

易
裁
判
所
判
事

湯
川

浩
昭

新
潟
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

新
潟
家
庭
裁
判
所
長
を
命
ず
る

新
潟
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

東
京
高
等
裁
判
所
判
事
・
東
京
簡

易
裁
判
所
判
事

山
城

司

横
浜
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

部
の
事
務
を
総
括
す
る
者
に
指
名
す
る

横
浜
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る（
以
上
八
月
二
十
三
日
）

判
事
補
兼
簡
易
裁
判
所
判
事

出
縄

英
行

東
京
地
方
裁
判
所
判
事
補
に
補
す
る

判
事
補
の
職
権
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
第
一
条
の
規
定

に
よ
り
判
事
の
職
務
を
行
う
者
に
指
名
す
る

東
京
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る
（
八
月
二
十
四
日
）

〇
定
年
退
官

判
事
兼
簡
易
裁
判
所
判
事
内
田
博
久
は
八
月
二
十
二
日

限
り
本
官
た
る
判
事
が
定
年
退
官
と
な
り
同
時
に
兼
官
た

る
簡
易
裁
判
所
判
事
も
退
官
と
な
る

官
庁
事
項

指
定
保
安
検
査
機
関
の
指
定
に
関
す
る
公
示

高
圧
ガ
ス
保
安
法（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
号
）

第
三
十
五
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
保
安

検
査
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
高
圧
ガ
ス
保

安
法
施
行
令
（
平
成
九
年
政
令
第
二
十
号
）
第
十
九
条
第

二
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
委
任
さ
れ
た
同
法
第
七
十

四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、公
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

関
東
東
北
産
業
保
安
監
督
部
長

溝
田

健
志

一

名
称

株
式
会
社
北
東
検

二

住
所

山
形
県
酒
田
市
ゆ
た
か
三
丁
目
九
番
地
の
十

二
三

保
安
検
査
を
行
う
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

株

式
会
社
北
東
検

山
形
県
酒
田
市
ゆ
た
か
三
丁
目
九
番

地
の
十
二

四

指
定
す
る
区
分
及
び
業
務
の
範
囲

（
一
）
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
第
七
十
八
条
第
四
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
七
十
七
条
第
二
項
及

び
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま
で
に
規
定
す
る
特
定
施

設
の
保
安
検
査
を
行
う
者
と
し
て
の
指
定

（
二
）
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
第
八
十
条
第
四
項
に

お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
七
十
九
条
第
二
項
及
び

第
四
項
か
ら
第
七
項
ま
で
に
規
定
す
る
特
定
施
設

の
保
安
検
査
を
行
う
者
と
し
て
の
指
定（
た
だ
し
、

酸
素
、
窒
素
、
二
酸
化
炭
素
、
ア
ル
ゴ
ン
、水
素
、

空
気
及
び
ア
セ
チ
レ
ン
に
限
る
。）

五

指
定
す
る
地
域

青
森
県
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
秋

田
県
、
山
形
県
、
福
島
県

六

指
定
の
有
効
期
間

令
和
八
年
八
月
一
日
か
ら
五
年





令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

国土地理院防災業務計画の修正要旨の公表につい
て
災害対策基本法（昭和36年法律第223号）第36

条第１項の規定に基づき、国土地理院防災業務計
画を修正したので、同条第２項の規定に基づき次
のとおり公表する。
令和８年８月 31 日

国土地理院長 河瀬 和重
国土地理院防災業務計画の修正について

一 修正の目的
災害対応体制の強化及び防災対策の実効性向
上を図るため、所要の修正を行った。

二 修正年月日 令和８年７月27日
三 修正の要旨

ＴＥＣＦＯＲＣＥの機能強化及び民間企
業、学識経験者等との連携強化を図るため、Ｔ
ＥＣＦＯＲＣＥアドバイザー及びＴＥＣＦ
ＯＲＣＥパートナーを新たに位置付けるととも
に、これらを含むＴＥＣＦＯＲＣＥ等に関す
る規定を整備した。
また、「北海道・三陸沖後発地震注意情報」へ
の対応の具体化のため、日本海溝・千島海溝周
辺海溝型地震防災対策に関し、必要な事項を災
害対策要領等で定めることを明確化した。

労 働

四 国 地 方 整 備 局 公 示

道 路 法 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 百 八 十 号 ） 第 三 十 七 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 道 路 の 占 用 を 制 限 す る

区 域 を 指 定 す る こ と と し た の で 、 同 条 第 三 項 の 規 定 に 基 づ き 次 の と お り 公 示 す る 。

そ の 関 係 図 面 は 、 令 和 八 年 八 月 三 十 一 日 か ら 二 週 間 一 般 の 縦 覧 に 供 す る 。

令 和 八 年 八 月 三 十 一 日 四 国 地 方 整 備 局 長 奥 田 晃 久

道 路 の 種 類 一 般 国 道

路 線 名 五 十 五 号

占 用 を 制 限 す る 区 域

区 域 備 考

高 知 県 安 芸 郡 安 田 町 唐 浜 字 ヤ コ ガ ハ ナ 二 三 四 九 番 か ら 同 町 安 田 字 西 薬 師 浜 二

七 五 二 番 八 四 地 先 ま で

制 限 の 対 象 と す る 占 用 物 件 新 た に 地 上 に 設 け る 電 柱 （ 占 用 の 制 限 の 開 始 の 期 日 よ り 前 に 占 用 を

認 め ら れ た 電 柱 の 更 新 又 は 移 設 に よ る も の を 除 く 。 ） た だ し 、 電 柱 を

地 上 に 設 け る や む を 得 な い 事 情 が あ り 、 当 該 道 路 の 敷 地 外 に 直 ち に

用 地 を 確 保 す る こ と が で き な い と 認 め ら れ る 場 合 は 、 こ の 限 り で な

い 。

占 用 を 制 限 す る 理 由 緊 急 輸 送 道 路 の 占 用 を 制 限 す る こ と に よ り 、 災 害 が 発 生 し た 場 合 に

お け る 被 害 の 拡 大 を 防 止 す る た め 。

占 用 の 制 限 の 開 始 の 期 日 令 和 八 年 八 月 三 十 一 日

図 面 縦 覧 場 所 四 国 地 方 整 備 局 及 び 同 局 土 佐 国 道 事 務 所

最低賃金の改正決定に関する公示

神奈川労働局最低賃金公示第１号

最低賃金法（昭和34年法律第137号）第12条の

規定に基づき、神奈川県最低賃金（昭和55年神奈

川労働基準局最低賃金公示第１号）の一部を次の

ように改正する決定をしたので、同法第14条第１
項の規定により公示する。
令和８年８月 31 日

神奈川労働局長 宿里 明弘
第４号中「１時間1225円」を「１時間1279円」
に改める。

附 則
この決定は、令和８年10月１日から効力を生ず
る。

基本測量関係事項公告
基本測量の測量成果を得たので、測量法（昭和24年法律第188号）第27条第１項の規定に基づき、

次のとおり公告する。
令和８年８月 31 日 国土交通大臣 金子 恭之

種 類 縮 尺 実施時期
地 域


所 属 番 号 図 名

摘 要

地 形 図 ２万５千分１ 令和８年 釧 路 111 釧 路 調製・多色・柾判
〃 〃 〃 釧 路 141 阿 寒 〃 〃 〃
〃 〃 〃 留 萌 64 暑 寒 別 岳 〃 〃 〃
〃 〃 〃 留 萌 102 雄 冬 〃 〃 〃
〃 〃 〃 長 野 12 金 井 〃 〃 〃
〃 〃 〃 長 野 14 群 馬 原 町 〃 〃 〃
〃 〃 〃 山 口 102 萩 〃 〃 〃
〃 〃 〃 山 口 124 阿 知 須 〃 〃 〃
〃 〃 〃 大 分 112 小 原 〃 〃 〃
〃 〃 〃 大 分 114 豊 後 柏 原 〃 〃 〃
〃 〃 〃 延 岡 134 国 見 岳 〃 〃 〃
〃 〃 〃 福 岡 24 金 田 〃 〃 〃
〃 〃 〃 熊 本 21 鯛 生 〃 〃 〃
〃 〃 〃 熊 本 23 宮 ノ 尾 〃 〃 〃
〃 〃 〃 唐 津 82 志 佐 〃 〃 〃
〃 〃 〃 長 崎 14 蔵 宿 〃 〃 〃
〃 〃 〃 長 崎 43 長崎西北部 〃 〃 〃
〃 〃 〃 長 崎 52 佐世保北部 〃 〃 〃
〃 〃 〃 長 崎 53 肥 前 川 内 〃 〃 〃
〃 〃 〃 長 崎 54 楠 泊 〃 〃 〃
備考 地図の刊行日 令和８年９月１日

種 類
地図情
報レベ
ル

実施時期 ファイル名
対 応 地 域


所 属 番 号 図名

摘 要

数値地図
25000（土
地条件）

25000 令和８年 lc̲513113.xml 山 口 121 小 郡

〃 〃 〃 lc̲513114.xml 山 口 83 矢 田
〃 〃 〃 lc̲513123.xml 山 口 112 山 口
〃 〃 〃 lc̲513124.xml 山 口 74 仁 保
〃 〃 〃 lc̲523946.xml 横 須 賀 24 那 古
〃 〃 〃 lc̲523956.xml 横 須 賀 23 保 田
〃 〃 〃 lc̲523957.xml 横 須 賀 21 金 束
〃 〃 〃 lc̲523966.xml 横 須 賀 14 上 総 湊 VERSION1 で の

既整備範囲を含
む。

〃 〃 〃 lc̲523967.xml 横 須 賀 12 鬼 泪 山 VERSION1 で の
既整備範囲を含
む。

〃 〃 〃 lc̲614026.xml 青 森 34 浅 虫 VERSION1 で の
既整備範囲を含
む。

備考 地図の提供開始日 令和８年９月１日
数値地図25000（土地条件）は、オンラインで提供する。





公 告

令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

種 類 地図情報レベル 実施時期 提 供 範 囲
地理院タイル（数値地図25000（土地条件）） ズームレベル10～16 令和８年 小 郡
〃 〃 〃 矢 田
〃 〃 〃 山 口
〃 〃 〃 仁 保
〃 〃 〃 那 古
〃 〃 〃 保 田
〃 〃 〃 金 束
〃 〃 〃 上 総 湊
〃 〃 〃 鬼 泪 山
〃 〃 〃 浅 虫
備考 地図の提供開始日 令和８年９月１日
上記は、測量法第27条第２項に基づき、インターネットによる提供を行う。

諸 事 項

相続財産清算人の選任及び相
続権主張の催告






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

失踪に関する届出の催告






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

失 踪 宣 告

除 権 決 定

破産手続開始





令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始・破産手続廃止
及び免責許可申立てに関する
意見申述期間






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

破産手続終結






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

破産債権の届出期間及び一般
調査期日

書面による計算報告

特別清算開始

令和８年（ヒ）第 ３ 号
山梨県南アルプス市東南湖１２７５－１
清算株式会社 株式会社エルエルエム
代表清算人 望月茂光
１ 決定年月日 令和８年８月17日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

甲府地方裁判所
令和8年（ヒ）第3025号
大阪府東大阪市小阪本町二丁目１２番２号プレ
ミエ小阪４０２号
清算株式会社 シグマ薬品株式会社
代表清算人 石 一治
１ 決定年月日 令和8年8月17日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

大阪地方裁判所第６民事部

特別清算終結

令和８年（ヒ）第２００６号
東京都千代田区丸の内一丁目９番２号 グラン
トウキョウサウスタワー13階
清算株式会社 株式会社ＭＩ
１ 決定年月日 令和８年８月13日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

東京地方裁判所民事第２０部
令和8年（ヒ）第3014号
大阪府八尾市北亀井町一丁目５番１４号
清算株式会社 株式会社ＳＳ
１ 決定年月日 令和8年8月14日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。
大阪地方裁判所第６民事部

令和8年（ヒ）第1003号
千葉市花見川区幕張町１丁目７６９３番地
３５
清算株式会社 株式会社Psエージェ
ント

１ 決定年月日 令和8年8月14日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

千葉地方裁判所民事第４部
令和８年（ヒ）第５号
群馬県高崎市上並榎町１１１１番地７
清算株式会社 株式会社シャクナゲ
１ 決定年月日 令和８年８月17日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

前橋地方裁判所高崎支部
令和８年（ヒ）第１号
兵庫県豊岡市城崎町湯島６２４番地４
清算株式会社 株式会社Ｋ商事
１ 決定年月日 令和８年８月１７日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

神戸地方裁判所豊岡支部

再生債権の特別調査期間






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

再生手続終結

小規模個人再生による再生手
続開始






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による書面決
議に付する決定






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による再生手
続廃止

給与所得者等再生による再生
手続開始






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

給与所得者等再生による再生
計画案についての意見聴取

給与所得者等再生による再生
計画認可

所有者不明土地及び建物管理
命令に関する異議の催告






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

所有者不明土地管理命令に関
する異議の催告






令
和

年

月


日
月
曜
日

第




号

官
報

所有者不明建物管理命令に関
する異議の催告

企業年金基金変更公告
伊藤忠企業年金基金の事務所の所在地に変更が
あったので、確定給付企業年金法第15条及び確定
給付企業年金法施行令第９条の規定により次のよ
うに公告する。
１．新事務所の所在地 東京都港区赤坂２丁目17
番22号
２．旧事務所の所在地 東京都港区北青山２丁目
５番１号
３．変更年月日 令和８年８月24日
令和８年８月 31 日
東京都港区赤坂２丁目17番22号

伊藤忠企業年金基金
理事長 西口 知邦

会 社 そ の 他 の 公 告

合 併 公 告

左 記 会 社 は 合 併 し て 甲 は 乙 の 権 利 義 務 全 部 を 承

継 し て 存 続 し 乙 は 解 散 す る こ と に い た し ま し た 。

こ の 合 併 に 対 し 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 最 終 貸 借 対 照 表 の 開 示 状 況 は 次 の と お り

で す 。

（ 甲 ）https://www.awi.co.jp/ja/public̲
notice/020.html

（ 乙 ） 令 和 八 年 八 月 二 十 五 日 付 、 官 報 （ 号 外 第 一

八 九 号 ） 一 一 七 頁 に 掲 載 し て お り ま す 。

令 和 八 年 八 月 三 十 一 日

札 幌 市 中 央 区 南 十 九 条 西 六 丁 目 三 番 五 号

（ 甲 ） エ ア ・ ウ ォ ー タ ー 物 流 株 式 会 社

代 表 取 締 役 濱 中 一

北 海 道 石 狩 市 新 港 西 二 丁 目 七 七 〇 番 地 一

（ 乙 ） 株 式 会 社 札 幌 流 通 加 工 サ ー ビ ス

代 表 取 締 役 濱 中 一






令和年月日 月曜日 第号官 報
合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
・
乙
）

掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
五
日

掲
載
頁

四
頁

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
三
番
一
号

（
甲
）
ス
タ
ー
テ
ィ
ア
株
式
会
社

代
表
取
締
役

平
澤

有
一

大
阪
府
堺
市
堺
区
一
条
通
一
七
番
二
五
号

（
乙
）
ビ
ー
シ
ー
メ
デ
ィ
ア
株
式
会
社

代
表
取
締
役

川
下

佑
太

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
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部
を
承
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し
て
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し
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は
解
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す
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し
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こ
の
合
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に
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し
異
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の
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る
債
権
者
は
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本
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載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
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開
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は
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の
と
お
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で
す
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（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
十
三
日

掲
載
頁

二
〇
八
頁
（
号
外
第
一
六
三
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
十
六
日

掲
載
頁

七
十
一
頁
（
号
外
第
一
五
九
号
）

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
港
区
芝
大
門
一
丁
目
三
番
七
号

（
甲
）
オ
ス
コ
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

石
鍋

潤
史

群
馬
県
伊
勢
崎
市
下
植
木
町
五
三
八
番
地

（
乙
）
株
式
会
社
群
馬
Ｎ
Ｔ
Ｎ

代
表
取
締
役

石
鍋

潤
史

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
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こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
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終
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表
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り

で
す
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令
和
八
年
八
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東
京
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丁
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一
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号

（
甲
）
株
式
会
社
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

代
表
取
締
役

四
宮

浩
二

東
京
都
渋
谷
区
道
玄
坂
二
丁
目
二
五
番
一
二
号

（
乙
）
ａ
ｎ
ｙ
ｅ
ｎ
ｖ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

四
宮

浩
二

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
両
社
の

総
社
員
の
同
意
は
令
和
八
年
九
月
三
十
日
に
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
丁
目
二
二
番
一
一
号
銀
座

大
竹
ビ
ジ
デ
ン
ス
二
階

（
甲
）
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
合

同
会
社

代
表
社
員

佐
藤

政
洋

東
京
都
港
区
南
青
山
二
丁
目
二
番
一
五
号

（
乙
）
ア
ル
カ
ン
ジ
ュ
合
同
会
社

代
表
社
員

佐
藤

政
洋

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
三
丁
目
五
番
三
号

（
甲
）
シ
ャ
ネ
ル
合
同
会
社

代
表
社
員

シ
ャ
ネ
ル
・
ノ
ー
ス
・
ア
ジ
ア
・

リ
ミ
テ
ッ
ド

職
務
執
行
者

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ボ
キ
ヨ
ン

千
葉
県
船
橋
市
山
手
一
丁
目
一
番
五
号

（
乙
）
合
同
会
社
シ
ャ
ネ
ル
Ｒ
＆
Ｉ

代
表
社
員

シ
ャ
ネ
ル
・
エ
ス
・
ア
ー
・
エ
ー

ル
・
エ
ル

職
務
執
行
者

原
田

康
子

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
十
七
日

掲
載
頁

六
十
五
頁
（
号
外
第
一
八
三
号
）

（
乙
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
一
丁
目
八
番
四
号

（
甲
）
株
式
会
社
イ
マ
ー
シ
ブ

代
表
取
締
役

牧
野

磨
澄

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
一
丁
目
八
番
四
号

（
乙
）
株
式
会
社
余
白
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

代
表
取
締
役

八
谷

賢
治

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
六
日

掲
載
頁

一
二
四
頁
（
号
外
第
四
十
七
号
）

（
乙
）
清
算
株
式
会
社
で
す
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
武
蔵
野
市
境
二
丁
目
二
番
一
八
号

（
甲
）
株
式
会
社
Ｋ
Ｓ
Ｔ
株
主
サ
ポ
ー
ト
サ
ー

ビ
ス

代
表
取
締
役

三
隅

克
彦

札
幌
市
豊
平
区
西
岡
二
条
八
丁
目
一
番
四
五
号

第
二
相
互
ビ
ル
一
階

（
乙
）
株
式
会
社
北
海
道
相
互
土
建
興
業

清
算
人

前
田

裕
純

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h
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（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
四
日

掲
載
頁

一
二
二
頁
（
号
外
第
一
三
九
号
）

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

横
浜
市
西
区
高
島
一
丁
目
二
番
五
号

（
甲
）
株
式
会
社
ピ
ー
シ
ー
デ
ポ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

野
島

隆
久

横
浜
市
西
区
高
島
一
丁
目
二
番
五
号

（
乙
）
株
式
会
社
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
イ
ン
ベ
ス

ト
メ
ン
ト

代
表
取
締
役

野
島

隆
久

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h
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（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
四
日

掲
載
頁

一
二
二
頁
（
号
外
第
一
三
九
号
）

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

横
浜
市
西
区
高
島
一
丁
目
二
番
五
号

（
甲
）
株
式
会
社
ピ
ー
シ
ー
デ
ポ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

野
島

隆
久

横
浜
市
西
区
高
島
一
丁
目
二
番
五
号

（
乙
）
株
式
会
社
エ
ル
ア
ッ
ト
ヒ
ュ
ー
マ
ン

代
表
取
締
役

野
島

隆
久

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
九
日

掲
載
頁

九
頁

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

大
阪
府
東
大
阪
市
楠
根
三
丁
目
五
番
一
四
号

（
甲
）
野
添
産
業
準
備
会
社
株
式
会
社

代
表
取
締
役

山
下

英
峰

大
阪
府
東
大
阪
市
楠
根
三
丁
目
五
番
一
四
号

（
乙
）
野
添
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

野
添

智
子





令和年月日 月曜日 第号官 報
合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
、
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は
会

社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
、
乙
は
同
法
第
七
八
四
条
第
一

項
に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承
認
決
議
を
経
ず
に
合
併
を
決

定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
甲
は
乙
の
全
株
式
を
所
有
し

て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
合
併
に
よ
る
甲
の
新
株
式
の
発
行

及
び
資
本
金
の
額
の
増
加
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
甲
及
び
乙
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

（
乙
）h
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令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

大
分
市
三
川
新
町
一
丁
目
一
番
四
五
号

（
甲
）
株
式
会
社
ジ
ョ
イ
フ
ル

代
表
取
締
役

穴
見

陽
一

大
阪
府
大
東
市
寺
川
三
丁
目
一
二
番
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
フ
レ
ン
ド
リ
ー

代
表
取
締
役

八
木

徹

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
、
甲
は
乙
に
リ
ク
ル
ー

テ
ィ
ン
グ
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
て
、
乙

は
そ
れ
を
承
継
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

掲
載
頁

四
頁

（
乙
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

掲
載
頁

五
頁

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
品
川
区
上
大
崎
三
丁
目
一
番
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｎ

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

代
表
取
締
役

金

成
植

東
京
都
品
川
区
上
大
崎
三
丁
目
一
番
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｎ

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ

Ｗ

Ｅ
Ｌ
Ｌ

代
表
取
締
役

住
谷

猛

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
ジ

ム
及
び
ゴ
ル
フ
ス
タ
ジ
オ
並
び
に
ピ
ラ
テ
ィ
ス
ス
タ
ジ
オ

に
か
か
る
事
業
を
除
く
一
切
の
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務

を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
の
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
十
九
日

掲
載
頁

四
頁

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
四
丁
目
二
〇
番
三
号
恵
比

寿
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス
タ
ワ
ー
二
四
階

（
甲
）
株
式
会
社
Ｃ
Ｕ
Ｅ

代
表
取
締
役

市
川

智
久

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
四
丁
目
二
〇
番
三
号
恵
比

寿
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス
タ
ワ
ー
二
四
階

（
乙
）
株
式
会
社
ク
リ
ア

代
表
取
締
役

市
川

智
久

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
株
式
管
理
事
業

に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
十
七
日

掲
載
頁

三
頁

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
港
区
浜
松
町
二
丁
目
四
番
一
号

（
甲
）
Ｏ
Ｐ
Ｉ
・
Ｉ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株

式
会
社

代
表
取
締
役

三
宅

誠
一

東
京
都
中
央
区
築
地
二
丁
目
三
番
四
号

（
乙
）
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ａ

Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
ｓ

株
式
会
社

代
表
取
締
役

末
永

正
彦

吸
収
分
割
公
告

当
社
（
甲
）
は
、
吸
収
分
割
に
よ
り
株
式
会
社
Ｔ
Ｂ
Ｓ

テ
レ
ビ
（
乙
、住
所
東
京
都
港
区
赤
坂
五
丁
目
三
番
六
号
）

が
保
有
す
る
資
産
の
一
部
を
承
継
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
掲
載

東
京
都
に
お
い
て
発
行
す
る
毎
日
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
三
十
日

掲
載
頁

二
十
三
頁

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
港
区
赤
坂
五
丁
目
三
番
六
号

株
式
会
社
Ｔ
Ｂ
Ｓ

Ａ
ｒ
ｃ
ｈ

代
表
取
締
役

玄
馬

康
志

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
カ
ス
タ
マ
ー
人

材
派
遣
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を

承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
七
日

掲
載
頁

六
十
六
頁
（
号
外
第
一
五
二
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
十
二
日

掲
載
頁

七
十
五
頁
（
号
外
第
一
六
二
号
）

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
須
田
町
二

七

三
Ｖ
Ｏ

Ｒ
Ｔ
秋
葉
原
Ｂ
Ｌ
Ｄ
．
九
階

（
甲
）
株
式
会
社
Ｙ
Ｎ
Ｐ

代
表
取
締
役

松
井

都

東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町
二
丁
目
九
番
地
安
田

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
八
階

（
乙
）
イ
ン
サ
イ
ド
グ
ロ
ー
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

上
川
晋
一
郎

吸
収
分
割
公
告

当
社
（
甲
）は
、吸
収
分
割
に
よ
り
株
式
会
社
ザ
イ
マ
ッ

ク
ス
（
乙
、
住
所
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目
一
〇
番
一

号
）
の
事
業
の
一
部
で
あ
る
工
事
事
業
の
う
ち
建
設
業
許

可
を
必
要
と
す
る
工
事
な
ら
び
に
危
険
作
業
・
保
証
を
伴

う
工
事
お
よ
び
テ
ナ
ン
ト
・
管
理
外
物
件
工
事
に
関
す
る

事
業
に
属
す
る
権
利
義
務
を
承
継
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
当
社
の

株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
八
月
一
日
に
終
了
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
五
日

掲
載
頁

二
四
六
頁
（
号
外
第
一
四
〇
号
）

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目
一
〇
番
一
号

株
式
会
社
ザ
イ
マ
ッ
ク
ス
ワ
ー
ク
ス

代
表
取
締
役

吉
田

源
弘

吸
収
分
割
公
告

債
権
者
及
び
株
主
等
関
係
者

各
位

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
す
べ
て
の
事
業

に
関
す
る
権
利
義
務
の
一
部
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継

さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
十
四
日

掲
載
頁

四
頁

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

京
都
府
城
陽
市
平
川
中
道
表
二
三
番
地
の
一
八

（
甲
）
株
式
会
社
ニ
シ
モ
ト

代
表
取
締
役

西
本

豊
明

京
都
府
城
陽
市
平
川
中
道
表
二
三
番
地
の
一
八

（
乙
）
株
式
会
社
与
楽

代
表
取
締
役

森

正
人

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社
Ｖ

ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
ｚ
ｅ
（
住
所

東
京
都
板
橋
区
南
常
盤
台
一
丁

目
一
一
番
六
号
レ
フ
ア
南
常
盤
台
一
〇
一
号
室
）
に
対
し

て
、
当
社
の
Ｖ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
ｚ
ｅ

Ｅ
ｎ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
ｍ
ａ
に

係
る
旅
館
業
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
港
区
浜
松
町
二
丁
目
二
番
一
五
号
浜
松
町

ダ
イ
ヤ
ビ
ル
二
Ｆ

ベ
ー
カ
ー
合
同
会
社

代
表
社
員

太
田

拓
人





令和年月日 月曜日 第号官 報
組
織
変
更
公
告

当
組
合
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
は
、
当
組
合
の
主
た
る
事
務
所
に
備

え
置
い
て
あ
り
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

群
馬
県
利
根
郡
昭
和
村
大
字
赤
城
原
九
二
〇
番
地

農
事
組
合
法
人
山
崎
農
場

理
事

山
﨑

三

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
大
田
区
東
六
郷
一
丁
目
一
四
番
五

三
〇

八
号

合
同
会
社
つ
く
し

代
表
社
員

長
谷
川
巨
樹

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
八
日
で
あ
り
、
組
織
変

更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
Ｃ
Ｒ
Ｍ
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
葛
飾
区
新
小
岩
二
丁
目
一
〇
番
九
号

１
０
ｃ
ｈ
合
同
会
社

代
表
社
員

伊
藤

大
輝

組
織
変
更
公
告

当
社
は
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
調
布
市
深
大
寺
元
町
三
丁
目
三
五
番
地
三
八

ｆ
ｕ
ｄ
ｏ

ｓ
ｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｅ
合
同
会
社

代
表
社
員

木
川

祐
子

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
三
丁
目
五
番
地
四
麹
町
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ビ
ル
Ｂ

一

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｌ
ｌ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
ｔ
Ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ

Ｊ

ａ
ｐ
ａ
ｎ
合
同
会
社

代
表
社
員

Ｆ
ｉ
ｎ
Ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｉ
ｕ
ｍ
Ｘ
株
式
会
社

職
務
執
行
者

チ
ョ
ン
・
チ
ャ
ン
・
ソ
ク

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

組
織
変
更
後
の
商
号
は
涛
華
株
式
会
社
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
江
戸
川
区
中
葛
西
七
丁
目
二
二
番
八
号

合
同
会
社
涛
華

代
表
社
員

周

涛

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

岐
阜
県
海
津
市
海
津
町
札
野
字
二
番
縄
六
二
六
番

地
二

合
同
会
社
Ｋ
Ｓ
Ｐ

Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｒ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

代
表
社
員

浦
川

光
司

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

福
岡
県
那
珂
川
市
片
縄
三
丁
目
五
四
番
地
（
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
ラ
イ
フ
三
〇
一
号
）

合
同
会
社
Ｂ
ａ
ｃ
Ｋ
Ｕ
Ｐ

代
表
社
員

山
本

啓
人

効
力
発
生
日
変
更
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
一
日
予
定
の
吸
収
分
割
の
効

力
発
生
日
を
令
和
九
年
九
月
一
日
に
変
更
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
品
川
区
大
崎
一
丁
目
六
番
四
号

株
式
会
社
エ
ル
ゴ
ジ
ャ
パ
ン

代
表
取
締
役

安
田

光
守

効
力
発
生
日
変
更
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
一
日
予
定
の
吸
収
合
併
の
効

力
発
生
日
を
令
和
八
年
十
二
月
一
日
に
変
更
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

新
潟
県
新
潟
市
北
区
新
崎
一
一
一
番
一
三
号

株
式
会
社
新
潟
デ
イ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役

鶴
見

巌

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、資
本
金
の
額
を
一
億
四
千
五
百
万
円
減
少
し
、

三
百
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
新
宿
区
天
神
町
二
七
番
地
二山

幸
有
限
会
社

代
表
取
締
役

山
下

幸
二

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
千
五
百
万
円
減
少
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
六
日

掲
載
頁

一
二
〇
頁
（
号
外
第
四
十
七
号
）

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
港
区
芝
三
丁
目
四
番
一
三
号

Ｋ
ｏ
ｒ
ｅ
ａ
ｎ

Ａ
ｉ
ｒ

Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｉ
ｃ

ｓ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

李

尚
勳

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
千
六
百
万
円
減
少
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
十
七
日

掲
載
頁

一
一
二
頁
（
号
外
第
五
十
四
号
）

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
新
宿
区
新
宿
三
丁
目
五
番
六
号
キ
ュ
ー
プ

ラ
ザ
新
宿
三
丁
目
六
Ｆ

P
a
rk

w
o
o
d

H
o
tels

M
a
n
a
g
em

en
t 株
式
会
社

代
表
取
締
役

リ
ム
・
チ
ン
・
シ
ョ
ー
ン

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
組
織
変

更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
Ｙ
Ｆ
Ｊ

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
と
し
ま

す
。こ

の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
北
区
神
谷
三
丁
目
四
番
三

七
〇
二
号

Ｙ
Ｆ
Ｊ
合
同
会
社

代
表
社
員

福
井

陽
介

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
組
織
変
更

後
の
商
号
は
、
株
式
会
社
Ｌ
ｕ
ｍ
ｉ
ｎ
ａ
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

大
阪
市
旭
区
清
水
一
丁
目
一
七
番
五
号
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｎ

Ｒ
Ｅ
千
林
一
〇
一
号

合
同
会
社
Ｌ
ｕ
ｍ
ｉ
ｎ
ａ

代
表
社
員

山
口

将
央

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
円
減
少
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
六
日

掲
載
頁

一
二
二
頁
（
号
外
第
四
十
七
号
）

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
港
区
芝
三
丁
目
四
番
一
三
号

Ｋ
ｏ
ｒ
ｅ
ａ
ｎ

Ａ
ｉ
ｒ

Ｉ
ｎ
ｖ
ｅ
ｓ
ｔ
ｍ

ｅ
ｎ
ｔ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

李

尚
勳





令和年月日 月曜日 第号官 報
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
百
万
円
減
少
し
一
千
万
円

と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

岡
山
県
津
山
市
山
方
一
九
三
六
番
地
の
一

有
限
会
社
ト
マ
ダ
製
作
所

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
全
額
減
少
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
に
は
確
定
し
た
最
終
の
事
業
年
度
は
あ
り

ま
せ
ん
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

宮
城
県
白
石
市
越
河
五
賀
字
荒
屋
敷
二
三
番
地

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｉ

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

佐
久
間
一
志

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
百
四
十
八
億
一
千
五
百

九
十
四
万
三
千
六
百
八
十
四
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

神
奈
川
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

掲
載
頁

二
十
一
頁

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

横
浜
市
中
区
寿
町
二
丁
目
五
番
地
の
一

川
本
工
業
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

川
本

守
彦

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
九
億
一
千
七
百
六
十
万
七
千

九
百
十
四
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
二
億
五
千
万
円
減
少

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
を
予
定
し
て
お

り
、
株
主
総
会
の
決
議
は
令
和
八
年
八
月
十
八
日
に
終
了

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出
済
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
美
土
代
町
七
番
地

メ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
ー
タ
・
ビ
ジ
ョ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

中
村

正
樹

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
億
四
千
九
百
九
十
九
万
三

百
五
十
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
三
億
四
千
二
百
六
十
一

万
二
千
六
百
四
十
七
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
令
和
八
年

九
月
三
十
日
ま
で
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
一
日

掲
載
頁

九
十
一
頁
（
号
外
第
七
十
八
号
）

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

京
都
市
中
京
区
河
原
町
通
二
条
下
ル
一
之
船
入
町

五
三
五
番
二
京
都
銀
行
会
館
三
〇
二
号

株
式
会
社
Ｆ
ｉ
Ｔ

代
表
取
締
役

加
藤

恵
多

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

福
島
県
安
達
郡
大
玉
村
大
山
字
木
ノ
下
五
一
番
地
五

蒲
田
金
属
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

細
野

哲
平

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋
四
丁
目
四
番
一
五
号
Ｅ

Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｓ
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｅ
１
９
５
７

株
式
会
社
テ
ィ
・
エ
ム
・
シ
ー

代
表
取
締
役
社
長

浅
野

通

投
資
主
総
会
開
催
公
告

令
和
八
年
十
一
月
二
十
七
日
に
第
二
回
投
資
主
総
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

投
資
法
人
規
約
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
従
い
、
令

和
八
年
八
月
三
十
一
日
の
最
終
の
投
資
主
名
簿
に
記
載
又

は
記
録
さ
れ
た
投
資
主
を
も
っ
て
、
当
該
投
資
主
総
会
に

お
い
て
議
決
権
を
行
使
で
き
る
投
資
主
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
台
東
区
上
野
三
丁
目
一
番
二
号

東
京
メ
ト
ロ
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
リ
ー
ト
投
資
法
人

執
行
役
員

石
澤

洋
人

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

大
分
市
碩
田
町
三
丁
目
一
番
四
一
号

大
分
県
酒
類
卸
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

小
松

浩
幸

外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
ナ
グ

ル
・
ミ
ー
ラ
・
フ
サ
イ
ン
・
モ
ハ
メ
ド
・
ナ
ズ
ミ
イ
が
退

任
す
る
こ
と
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

千
葉
県
山
武
市
木
原
二
〇
三
一

二
一

A
lp

h
a

L
in

e
P
v
t
L
td

日
本
に
お
け
る
代
表
者

ナ
グ
ル
・
ミ
ー
ラ
・
フ
サ
イ
ン
・
モ
ハ

メ
ド
・
ナ
ズ
ミ
イ

訂
正
公
告

令
和
八
年
六
月
二
十
二
日
掲
載
の
組
織
変
更
公
告
中
、

住
所
「
熊
本
県
天
草
市
五
和
町
御
領
四
六
三
番
地
」
と
あ

る
は
「
東
京
都
中
央
区
銀
座
一
丁
目
二
二
番
一
一
号
銀
座

大
竹
ビ
ジ
デ
ン
ス
二
Ｆ
」
の
誤
り
に
つ
き
訂
正
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
丁
目
二
二
番
一
一
号
銀
座

大
竹
ビ
ジ
デ
ン
ス
二
Ｆ

合
同
会
社
イ
ケ
ダ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

代
表
社
員

池
田

晴
紀

金
融
商
品
取
引
業
に
係
る
事
業
の
全
部
の
譲
渡
の
公
告

当
社
は
、
ア
ポ
ロ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式

会
社
（
住
所

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目
一
〇
番
四
号

オ
ー
ク
ラ
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
タ
ワ
ー
一
七
階
）
に
対
し
て
当

社
の
第
二
種
金
融
商
品
取
引
業
及
び
投
資
助
言
・
代
理
業

に
係
る
事
業
の
全
部
を
譲
渡
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
金
融
商
品
取
引
法
第
五
十
条
の
二
第
六
項
の
規
定

に
よ
り
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
を
目
途
と

し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目
一
〇
番
四
号
オ
ー
ク

ラ
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
タ
ワ
ー
一
七
階

Ａ
ｐ
ｏ
ｌ
ｌ
ｏ

Ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

Ｌ
ｉ
ｍ
ｉ
ｔ
ｅ
ｄ（
東
京
支
店
）

日
本
に
お
け
る
代
表
者

柏
樹

康
生


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